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業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 
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応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「シゴトタイケン」（仕事体験）12月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

今月のプレゼント

ＮＰＯ法人コーヒータイム
（二本松市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

アクセスホームさくら“ラスク”
とのコラボ商品セット
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自分や相手の駒を跳び越えて進める将棋の駒
日本刀を納める筒
電流のオン・オフをする装置。任天堂のゲーム機
天気記号は　　。ちなみに　　は、○○ばしら
⇔南
好機。シャッター○○○○、絶好の○○○○
健康的な食生活「まごわやさしい」の「ご」
スキー場のコースの上まで乗って行きます
｢雪の朝 二の字二の字の ○○のあと」
雨だれ◯をうがつ。他山の○。◯の上にも３年

❶
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❺
❼
❾
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12
14
16
17

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

機械や身体に異常が無いか調べること
廻っているお店でも良いから食べに行きたいなぁ
甘くてホクホク、栗より美味い13里
福島県には31あります。１番広いのは南会津
2024年の干支
トンボの幼虫
南米にある細長～い国
精米する前のお米
＋
日本のコレは東京です
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全部できたら二重ワクの７文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。
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⇔東
5W1Hの「When」
絵の具の青と黄色を混ぜると…
2024年は１日多い○○○年
冬至に入るお風呂
物品を収納・保管。日本最古のものは「正倉院」
女性のきょうだい
キリストの体はパン、ではキリストの血は？
黙って見ているだけで手出しをしないこと
呑んでも酔わない酒豪を例えるキッチン用品
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▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

本当の名前以外の別の呼び方
発掘調査等で出てくること。土器が○○する
⇔現実
主に聴覚障がい者が使う視覚言語
もめごと、トラブル、ごたごた
DNA上でタンパク質に関する設計図
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全部できたら二重ワクの７文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

編 集 後 記

災害時に助け合えるよ
うな地域の人間関係を
ふだんから作ることが大
切と改めて感じました。
まずは挨拶から。
(67歳 主婦)

国際手話を初めて知
り有意義でした。今
後の関連イベント情
報なども掲載いただ
くとありがたいです。
（65才　公務員）

先日、耳が聞こえないお客様と接
する機会がありました。筆談でも
意思疎通が難しくて、自分が手
話を使えたら良かったのに、と思
いました。手話を学びたいなと思
いました。(34才　事務職)

　特集でお話を伺った金成教授によると、介護ロ
ボット（利用者の見守り支援機器）の導入で、入居
施設の夜勤時の介護者のひと晩の総歩数が10,000
歩以上から7,000歩程度に減少した事例もあるとの
ことでした。10,000歩以上歩くこと自体が驚きでし
たが、「歩数の違いで疲れ度合いが全く違うんです
よ」とのお話がとても印象的でした。

（人材研修課　渡部智子）
わたなべさと こ

11月号に寄せられた読者のおたよりから

　去る11月17日（金）にパルセいいざか（福島市）において第77回福島県社会福祉大会を開催いたしました。
　今年度は受賞者、さらに５年ぶりに一般参加者も加えて、約650名の皆さまにご参加いただきました。
　記念講演では、ルーテル学院大学名誉教授の市川一宏氏より「地域共生社会づくりに向けて」と題してお話しいた
だきました。式典では、県知事の感謝52個人・団体、大会会長の表彰・感謝294個人・団体、県社会福祉協議会会
長の表彰・感謝72個人・団体、赤い羽根共募運動スローガン受賞者７名の方々に、表彰状の授与及び感謝状の贈呈
が行われました。また、第31回目となる瓜生岩子賞は、佐久間啓氏と大場盛子氏が受賞されました（活動の詳細は
P６～７『未来へつなごう“ふくしま”から』でご紹介）。
　その後、大会宣言において、私たち社会福祉関係者が、県民の理解と参加のもと、共につながり支えあう「ふくし
まの地域共生社会づくり」の実現に努めていくことを参加者全員で誓い、来年郡山市で開催予定の第78回大会に引
き継ぎました。

第77回福島県社会福祉大会が開催されました県社協からのお知らせ

いちかわかずひろ
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目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。

特　集

シリーズ

介護人材を取り巻く環境と介護支援ロボット
　　　　　[未来へつなごう“ふくしま”から]

特別編
令和5年度 瓜生岩子賞受賞者の横顔

2023年度シリーズ
ふくしまのみらい
「よしよし、うまくいってる」
お遊戯会に向けて準備は
バッチリのようです！
（須賀川市・白鳩保育園）



　
日
本
で
は
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
に

よ
る
と
、将
来
に
お
い
て
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
に
は
、さ

ら
な
る
介
護
職
員
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、　
　
　
の
通
り
、

介
護
職
員
は
2
0
2
5
年
度
に
は
約

2
4
3
万
人
、2
0
4
0
年
度
に
は
約

2
8
0
万
人
が
必
要
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
計
算
に
よ
る
と
、2
0
2
3

年
度
か
ら
2
0
2
5
年
度
に
か
け
て
、介
護

職
員
を
年
間
約
5
万
人
ず
つ
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
や
人
材
確
保
の
対
策
の
１

つ
と
し
て
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
推
進
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
」
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
と
は
ま
だ
ま
だ
言
え

な
い
状
況
で
す
　
　
　
。

　
ま
た
、I
C
T
機
器
の
活
用
状
況
に
つ

　厚生労働省では、介護現場の人手不足の改善、人材確保対策のために「介護支
援ロボット（以下、介護ロボット）」の導入を推奨しています。介護ロボットと
は、駆動系をはじめ、センサー系、知能・制御系の3つの要素を併せ持つ知能化
した機械技術を有し、移動支援や入浴支援など、さまざまな種類があります。
今回の特集では、県内の介護福祉士養成校での介護ロボットを使った学びや、
介護の現場で活用されている事例をご紹介します。

介護人材を取り巻く環境と
介護支援ロボット
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介護ロボットの一例

介護ロボットの導入（介護事業所全体）　　n=8,632　※複数回答

ICT機器の活用状況
（複数回答）
（介護保険サービス系型別）

出典：公共財団法人介護労働安定センター「令和4年度介護労働実態調査」

1 2 3 4 5 80 9070 100（％）

4.44.4
2.32.3

1.81.8
1.31.3
1.11.1
0.80.8

0.40.4
0.30.3
0.30.3
0.20.2
0.20.2
0.10.1
0.10.1
0.80.8

78.378.3

見守り・コミュニケーション（施設型）
介護業務支援
入浴支援

移乗介助（装着型）
移乗介助（非装着型）

見守り・コミュニケーション（生活支援）
移動支援（屋内型）
排泄支援（動作支援）

見守り・コミュニケーション（在宅型）
移動支援（屋外型）

排泄支援（トイレ誘導）
移動支援（装着型）

排泄支援（排泄物処理）
その他

いずれも導入していない

0

2023年度 2025年度 2040年度2019年度

現在
約211万人

介護職員を
年間5万人ずつ
増やしていかないと

いけない
約233万人

約
22
万
人

約
32
万
人

約
69
万
人

約243万人

約280万人が
必要

（％）

回答事業所数

パソコンで利用者情報（ケアプラン、
介護記録等）を共有している
記録から介護保険請求システムまで
一括している
タブレット端末等で利用者情報（ケア
プラン、介護記録等）を共有している
グループウェア等のシステムで事業所
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確
保

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
な
ど

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

介
護
人
材
確
保
の
対
策
の
一
つ
と
し
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
の
対
策
の
一
つ
と
し
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、福
祉
の
現
場
で
は
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
は
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
事
業
所
全
体
の

78
･
3
%
が「
い
ず
れ
も
導
入
し
て
い
な

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
の
状
況
・
I
C
T
機
器
の
活
用
状
況

介護職員の必要性

図2

図3

い
て
も
、「
い
ず
れ
も
行
っ
て
い
な
い
」事

業
所
が
19
･
3
％
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、こ

ち
ら
に
つ
い
て
も
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
　
　
　
。

図
３

介護ロボットの一例

介護ロボットの導入（介護事業所全体）　　n=8,632　※複数回答

ICT機器の活用状況
（複数回答）
（介護保険サービス系型別）

出典：公共財団法人介護労働安定センター「令和4年度介護労働実態調査」

1 2 3 4 5 80 9070 100（％）

4.44.4
2.32.3

1.81.8
1.31.3
1.11.1
0.80.8

0.40.4
0.30.3
0.30.3
0.20.2
0.20.2
0.10.1
0.10.1
0.80.8

78.378.3

見守り・コミュニケーション（施設型）
介護業務支援
入浴支援

移乗介助（装着型）
移乗介助（非装着型）

見守り・コミュニケーション（生活支援）
移動支援（屋内型）
排泄支援（動作支援）

見守り・コミュニケーション（在宅型）
移動支援（屋外型）

排泄支援（トイレ誘導）
移動支援（装着型）

排泄支援（排泄物処理）
その他

いずれも導入していない

0

2023年度 2025年度 2040年度2019年度

現在
約211万人

介護職員を
年間5万人ずつ
増やしていかないと

いけない
約233万人

約
22
万
人

約
32
万
人

約
69
万
人

約243万人

約280万人が
必要

（％）

回答事業所数

パソコンで利用者情報（ケアプラン、
介護記録等）を共有している
記録から介護保険請求システムまで
一括している
タブレット端末等で利用者情報（ケア
プラン、介護記録等）を共有している
グループウェア等のシステムで事業所
内の報告・連絡・相談を行っている

給与計算、シフト管理、勤怠管理を
一元化したシステムを利用している
情報共有システムを用いて他事業者と
連携している

他の事業所とデータ連携によりケアプランや
サービス提供票等をやり取りするためのシステム

その他

いずれも行っていない

無回答

全　体

8,632

居宅
介護支援

766

居住系

984

施設系
（通所型）

2,667

施設系
（入所型）

 1,291

訪問系

2,528

55.964.251.149.374.754.0

45.659.033.240.558.445.7

32.530.933.027.243.133.8

23.418.021.018.530.128.2

22.519.119.519.927.325.6

15.318.711.312.214.619.5

 11.218.45.6 10.4 7.114.4

0.80.31.20.91.10.7

19.314.423.622.810.419.2

 8.16.49.78.65.78.0
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介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
導
入
で
人
材
不
足
の
解
消
や

人
材
確
保
に
明
る
い
未
来
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
導
入
で
人
材
不
足
の
解
消
や

人
材
確
保
に
明
る
い
未
来
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

特集
ZOOM  U P

県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
一
つ
で
あ
る
東
日
本
国
際
大
学  

健
康
福
祉
学
部  

社
会
福
祉
学
科

介
護
福
祉
コ
ー
ス
で
、
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T
機
器
等
（
以
下
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
使
っ
た

実
践
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
る
金
成
教
授
と
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、移
動
支
援
機
器

（
職
員
用
・
利
用
者
用
）、排
泄
支
援
機
器
、

見
守
り
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
、
介

護
支
援
機
器
な
ど
が
あ
り
、屋
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、現
場
に

お
い
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
も
、

そ
の
担
当
者
が
別
部
署
に
異
動
し
て
し
ま

う
と
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
と
、作
業

を
省
力
化
す
る
こ
と
で
利
用
者
一
人
一
人

に
向
き
合
う
時
間
が
増
え
、介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、事
業
所

に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、ロ

ボ
ッ
ト
に
抵
抗
の
少
な
い
若
い
世
代
が
就

職
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
上
手
く
活
用
す
れ
ば
、職
員

の
業
務
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、離

職
率
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
金

成
教
授
は
話
し
ま
す
。
し
か
し
、「
例
え

ば
、
負
担
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、そ
の
事

業
所
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
業
務
課
題
を

特
定
し
な
い
ま
ま
で
は
、思
っ
た
ほ
ど
の

効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
事
業
所

に
お
い
て
、ど
の
業
務
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
、ま
た
は
何
が
負
担
と
な
っ

て
い
る
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
調
査
し

た
上
で
、そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
何
で
あ
る

の
か
を
検
討
し
、導
入
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
」と
の
こ
と
で
す
。

　
東
日
本
国
際
大
学
で
は
、４
年
間
を
か

け
て
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
学
び
を
深
め

る
こ
と
で
、将
来
介
護
の
現
場
で
ど
の
よ

う
な
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が
必
要
な
の
か

を
提
案
で
き
る
、知
識
と
技
術
･
倫
理
を

実
際
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
を
導
入
し
た
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
／
い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
ペ
ン
シ
エ
ロ
」
の
佐
藤
園
長
に
、

導
入
の
き
っ
か
け
や
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
き
っ
か
け
は
、

「
い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
」の
入
居
者
様

の
中
に
体
格
の
大
き
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
で
し
た
。
職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、移
乗
・
移
動
支
援
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
一
つ
で
あ
る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
を
導
入

し
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
方
が
退
園
さ

れ
て
か
ら
は
、使
用
頻
度
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
い
わ
き
ふ
る
さ
と

の
楽
園
ペ
ン
シ
エ
ロ
」の
開
所
に
あ
た
り
、

改
め
て
業
務
課
題
を
検
討
し
た
後
、各
居

室
か
ら
の
呼
び
出
し
に
対
応
で
き
る
見
守

り
機
器
や
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
特
に
、職
員
の
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い

る
の
が
、日
々
の
記
録
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
か
ら
入
力
で
き
る
介
護
記
録
シ
ス
テ

ム
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、入
居
者
様
へ
の

介
護
業
務
を
行
っ
た
後
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
介
護
記
録
を
入
力
す
る

事
務
業
務
が
あ
り
、
か
な
り
の
負
担
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で

は
、園
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
入
力
や
音
声
入
力
ま
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
、職
員
の
事
務
作
業
が
大
幅
に
軽

減
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
人
材
の
確
保
や
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、

職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
、入
居
者
様
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
、そ
の
両
方
を
両
輪
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
佐
藤
園
長
は

考
え
ま
す
。
負
担
が
軽
減
さ
れ
生
ま
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、入
居
者
様
へ
の
支
援
に

併
せ
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
介
護
福
祉
コ
ー
ス
1
年
生
の
皆
さ

ん
か
ら
は「
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、実
際
試
し
て
み

る
と
、そ
の
特
長
や
利
点
が
よ
く
分
か
り
勉

強
に
な
り
ま
す
」「
介
護
者
、利
用
者
と
も

に
支
援
が
必
要
、こ
れ
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト

と
協
働
し
て
い
く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
」

な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
金
成
教
授
は
最
後
に
「
介
護
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
導
入

が
進
め
ば
、若
い
世
代
だ
け
で
な
く
シ
ル

バ
ー
世
代
が
働
く
き
っ
か
け
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
、介
護
の
現
場
に
明
る
い
未
来

が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
」と
話
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

In
terview

I
C
T
機
器
の
導
入
に
よ
り
介
護
者
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
し
ま
し
た
。

I
C
T
機
器
の
導
入
に
よ
り
介
護
者
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
し
ま
し
た
。

In
terview

介護ロボットを上手に
導入することで、職員
間のコミュニケーショ
ンの増加、利用者との
親密な関係が図られる
ことが期待されます。

1.ベッドから安全かつ簡単に移乗できる「移乗です」の
操作方法を学生たちに教える金成教授
2.東日本国際大学では、「介護福祉VR実践室」を設け
介護ロボットについての学びを深めている

東日本国際大学
健康福祉学部  社会福祉学科
介護福祉コース長

教授　金成 明美さん

東日本国際大学
健康福祉学部  社会福祉学科
介護福祉コース長

教授　金成 明美さん
かなり　あけ　みかなり　あけ　み

移動支援
（非装着）
パワーアシスト

見守り
コミュニ
ケーション

入浴支援

株式会社福寿会
いわきふるさとの楽園

園長　佐藤 丈夫さん

株式会社福寿会
いわきふるさとの楽園

園長　佐藤 丈夫さん
さ  とう　  たけ  おさ  とう　  たけ  お

向
け
て
も
ら
い
、介
護
の
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
話
さ
れ
ま

す
。
そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T

機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

移動支援
（屋内）

歩行支援機器

移動支援
（装着）

パワーアシスト

記録入力
支援

12
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介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
導
入
で
人
材
不
足
の
解
消
や

人
材
確
保
に
明
る
い
未
来
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
の
導
入
で
人
材
不
足
の
解
消
や

人
材
確
保
に
明
る
い
未
来
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

特集
ZOOM  U P

県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
一
つ
で
あ
る
東
日
本
国
際
大
学  

健
康
福
祉
学
部  

社
会
福
祉
学
科

介
護
福
祉
コ
ー
ス
で
、
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T
機
器
等
（
以
下
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
使
っ
た

実
践
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
る
金
成
教
授
と
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、移
動
支
援
機
器

（
職
員
用
・
利
用
者
用
）、排
泄
支
援
機
器
、

見
守
り
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
、
介

護
支
援
機
器
な
ど
が
あ
り
、屋
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、現
場
に

お
い
て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
も
、

そ
の
担
当
者
が
別
部
署
に
異
動
し
て
し
ま

う
と
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
と
、作
業

を
省
力
化
す
る
こ
と
で
利
用
者
一
人
一
人

に
向
き
合
う
時
間
が
増
え
、介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、事
業
所

に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
は
、ロ

ボ
ッ
ト
に
抵
抗
の
少
な
い
若
い
世
代
が
就

職
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
上
手
く
活
用
す
れ
ば
、職
員

の
業
務
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、離

職
率
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
金

成
教
授
は
話
し
ま
す
。
し
か
し
、「
例
え

ば
、
負
担
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、そ
の
事

業
所
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
業
務
課
題
を

特
定
し
な
い
ま
ま
で
は
、思
っ
た
ほ
ど
の

効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
事
業
所

に
お
い
て
、ど
の
業
務
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
、ま
た
は
何
が
負
担
と
な
っ

て
い
る
の
か
な
ど
、し
っ
か
り
と
調
査
し

た
上
で
、そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
何
で
あ
る

の
か
を
検
討
し
、導
入
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
」と
の
こ
と
で
す
。

　
東
日
本
国
際
大
学
で
は
、４
年
間
を
か

け
て
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
学
び
を
深
め

る
こ
と
で
、将
来
介
護
の
現
場
で
ど
の
よ

う
な
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が
必
要
な
の
か

を
提
案
で
き
る
、知
識
と
技
術
･
倫
理
を

実
際
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T
機
器
を
導
入
し
た
「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
／
い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
ペ
ン
シ
エ
ロ
」
の
佐
藤
園
長
に
、

導
入
の
き
っ
か
け
や
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
き
っ
か
け
は
、

「
い
わ
き
ふ
る
さ
と
の
楽
園
」の
入
居
者
様

の
中
に
体
格
の
大
き
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
で
し
た
。
職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、移
乗
・
移
動
支
援
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
一
つ
で
あ
る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
を
導
入

し
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
方
が
退
園
さ

れ
て
か
ら
は
、使
用
頻
度
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
い
わ
き
ふ
る
さ
と

の
楽
園
ペ
ン
シ
エ
ロ
」の
開
所
に
あ
た
り
、

改
め
て
業
務
課
題
を
検
討
し
た
後
、各
居

室
か
ら
の
呼
び
出
し
に
対
応
で
き
る
見
守

り
機
器
や
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
特
に
、職
員
の
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い

る
の
が
、日
々
の
記
録
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
か
ら
入
力
で
き
る
介
護
記
録
シ
ス
テ

ム
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、入
居
者
様
へ
の

介
護
業
務
を
行
っ
た
後
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
介
護
記
録
を
入
力
す
る

事
務
業
務
が
あ
り
、
か
な
り
の
負
担
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で

は
、園
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
入
力
や
音
声
入
力
ま
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
、職
員
の
事
務
作
業
が
大
幅
に
軽

減
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
人
材
の
確
保
や
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、

職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
、入
居
者
様
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
、そ
の
両
方
を
両
輪
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
佐
藤
園
長
は

考
え
ま
す
。
負
担
が
軽
減
さ
れ
生
ま
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、入
居
者
様
へ
の
支
援
に

併
せ
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
介
護
福
祉
コ
ー
ス
1
年
生
の
皆
さ

ん
か
ら
は「
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、実
際
試
し
て
み

る
と
、そ
の
特
長
や
利
点
が
よ
く
分
か
り
勉

強
に
な
り
ま
す
」「
介
護
者
、利
用
者
と
も

に
支
援
が
必
要
、こ
れ
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト

と
協
働
し
て
い
く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
」

な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
金
成
教
授
は
最
後
に
「
介
護
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
導
入

が
進
め
ば
、若
い
世
代
だ
け
で
な
く
シ
ル

バ
ー
世
代
が
働
く
き
っ
か
け
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
、介
護
の
現
場
に
明
る
い
未
来

が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
」と
話
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

In
terview

I
C
T
機
器
の
導
入
に
よ
り
介
護
者
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
し
ま
し
た
。

I
C
T
機
器
の
導
入
に
よ
り
介
護
者
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
し
ま
し
た
。

In
terview

介護ロボットを上手に
導入することで、職員
間のコミュニケーショ
ンの増加、利用者との
親密な関係が図られる
ことが期待されます。

1.ベッドから安全かつ簡単に移乗できる「移乗です」の
操作方法を学生たちに教える金成教授
2.東日本国際大学では、「介護福祉VR実践室」を設け
介護ロボットについての学びを深めている

東日本国際大学
健康福祉学部  社会福祉学科
介護福祉コース長

教授　金成 明美さん

東日本国際大学
健康福祉学部  社会福祉学科
介護福祉コース長

教授　金成 明美さん
かなり　あけ　みかなり　あけ　み

移動支援
（非装着）
パワーアシスト

見守り
コミュニ
ケーション

入浴支援

株式会社福寿会
いわきふるさとの楽園

園長　佐藤 丈夫さん

株式会社福寿会
いわきふるさとの楽園

園長　佐藤 丈夫さん
さ  とう　  たけ  おさ  とう　  たけ  お

向
け
て
も
ら
い
、介
護
の
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
話
さ
れ
ま

す
。
そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
I
C
T

機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

移動支援
（屋内）

歩行支援機器

移動支援
（装着）

パワーアシスト

記録入力
支援
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未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

　「
50
歳
を
過
ぎ
た
と
き
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
な
っ
て
か
ら
30
年
以
上
に
な
り
ま

す
が
、
苦
に
し
た
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
」と
話
す
大
場
さ
ん
。
平
成
４
年
12

月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、

生
活
困
窮
者
や
高
齢
者
、
子
育
て
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
向
き
合
い
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
か

ら
ひ
が
し
地
区
福
祉
委
員
と
し
て
行
政
と

地
区
住
民
の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担

う
一
方
で
、
平
成
15
年
か
ら
は
、
原
町
市

（
現
・
南
相
馬
市
）遺
族
会
の
会
長
と
し
て
、

市
の
戦
没
者
追
悼
式
の
運
営
や
戦
没
者
遺

族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
も
行
う
な
ど
多
方
面

に
わ
た
る
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
私
は
戦
争
遺
児
で
父
親
を
亡
く
し
ま
し

た
が
、
こ
の
地
で
皆
さ
ん
に
可
愛
が
ら
れ

て
育
ち
ま
し
た
。
恩
返
し
と
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
や
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」と
大
場
さ
ん
。
平

成
10
年
か
ら
は
原
町
市（
現
・
南
相
馬
市
）

の
生
涯
学
習
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の
生

涯
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
る
か
た
わ

ら
、
昨
年
度
か
ら
は
相
馬
地
区
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
、
市
や
県

域
で
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「
私
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
た

頃
は
、
担
当
区
の
日
の
出
町
に
は
対
象
世

帯
が
40
〜
50
軒
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
で
は
５
７
０
軒
ま
で
増
え
ま
し

た
。
活
動
範
囲
は
広
く
な
り
ま
し
た
が
、

昔
か
ら
少
し
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
は
、

こ
の
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
人
の
良
さ
。

声
を
か
け
れ
ば
み
ん
な
す
ぐ
に
集
ま
っ
て
く

れ
る
の
で
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」と
大
場
さ
ん
は
、
地
域
の
方
々
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
度
々
口
に
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
、
人
徳
の
な
せ
る
業
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
ほ

か
数
々
の
役
職
を
こ
な
し
、
さ
ら
に
、
書

道
、
華
道
、
茶
道
教
室
の
師
範
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
も
多
く
触
れ
あ
う

機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
周
り
の
人
に
は
、「
そ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
大
変
じ
ゃ
な
い
の
？
と
よ
く
言
わ
れ

る
の
で
す
が
、
忙
し
い
っ
て
い
う
感
覚
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
な
り
に
動
い
て
い

る
だ
け
で
す
」と
大
場
さ
ん
。
今
後
の
抱
負

を
伺
う
と
、「
地
域
を
見
守
ら
な
く
ち
ゃ
と

大
上
段
に
構
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
自
然
体
で
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
顔
を

出
せ
ば
、
地
域
の
様
々
な
情
報
も
入
っ
て

き
ま
す
し
、
運
動
に
も
な
る
か
ら
健
康
に

も
い
い
ん
で
す
よ
」と
元
気
な
答
え
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
賞
者

　大
場 

盛
子
さ
ん（
南
相
馬
市
）

お
お 

ば

　せ
い 

こ

令和5年度

瓜生岩子賞
受賞者の横顔

令和5年度

瓜生岩子賞
受賞者の横顔

　瓜
生
岩
子
※
刀
自（
文
政
12
年（
1
8
2
9
年
）〜
明
治
30
年（
1
8
9
7
年
））は
、
現
在
の
喜
多
方
市
に
生
ま
れ
、

孤
児
救
済
の
た
め
の
育
児
院
や
貧
困
者
向
け
の
済
生
病
院
の
開
設
等
、
そ
の
生
涯
を
献
身
的
に
社
会
福
祉
の
た
め
に
捧

げ
た
本
県
が
生
ん
だ
社
会
福
祉
事
業
の
先
覚
者
で
す
。
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
そ
の
遺
徳
を
し
の
び
、
偉
業
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
そ
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
毎
年
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　第
31
回
と
な
る
本
年
度
は
、
令
和
5
年
11
月
17
日
に
開
催
し
た
福
島
県
社
会
福
祉
大
会（
会
場
・
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
）

に
お
い
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
は
未
来
へ
つ
な
ご
う〝
ふ
く
し
ま
〞か
ら
〜
特
別
編
〜
と
し
て
、
受
賞
さ
れ
た

お
2
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

う
り
ゅ
う
い
わ
こ

と
　
じ

※
高
齢
女
性
の
尊
称

　「
自
分
は
患
者
さ
ん
た
ち
に
生
か
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
あ
さ
か

ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
理
事
長
の
佐
久
間

さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の「
障
が
い
」、「
福
祉
」

と
い
う
概
念
を
超
え
、
ア
ー
ト
を
通
し
て

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
多
様
な

価
値
を
共
有
す
る『
は
じ
ま
り
の
美
術
館
』、

精
神
障
が
い
の
方
が
働
く
、
街
で
人
気
の

パ
ン
工
房『
B
u
o
n
o
B
u
o
n
o
』、
さ

ら
に
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願

い
複
数
の
子
ど
も
食
堂
を
経
営
す
る
な
ど
、

従
来
の
福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
多
種
多
様

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
の
ク
レ
ド

（
ラ
テ
ン
語
で「
信
条
」を
意
味
す
る
）は

『
心
の
声
に
、
耳
を
澄
ま
そ
う
』で
す
。
こ

の
言
葉
の
意
味
を
佐
久
間
さ
ん
に
伺
う
と

「
心
の
病
や
障
が
い
を
も
つ
方
々
は
言
葉
で

言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
の
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
汲
み
取
り
、

今
の
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

福
祉
の
事
業
に
あ
た
る
人
は
上
か
ら
目
線

で
は
な
く
、
こ
の
方
の
お
か
げ
で
自
分
も

生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
謝
の
心
で
行

動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
設
定
し

ま
し
た
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
原
動
力
は
、

先
代
院
長
の
お
父
様
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
の
だ
と
か
。「
他
の
子
と
分
け
隔
て
な
く

重
度
の
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
い
る
様
子
を
見
て
幼
少
期
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
の
姿
を
見
て
自
分

も
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
思
い
ま
し

た
」と
佐
久
間
さ
ん
。

　
今
後
の
目
標
は
、
障
が
い
の
中
で
特
に

偏
見
の
目
を
向
け
ら
れ
が
ち
な
精
神
障
が

い
を
抱
え
る
子
ど
も
の
自
立
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
。「
い
ま
精
神
科
に
通
う
患
者
さ

ん
の
割
合
は
1
位
が
10
代
、
2
位
が
20
代

と
圧
倒
的
に
若
者
が
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
精
神
障
が
い
の
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
支
援
制
度
は
18
歳
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
う
し
た
制
度
の
垣
根
を
越
え
子
ど
も
た

ち
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
佐
久
間
さ
ん
。

地
域
の
み
ん
な
が
輝
け
る
よ
う
に
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
、
形

に
し
て
い
く
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
佐
久
間
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

受
賞
者

　佐
久
間 

啓
さ
ん（
郡
山
市
）

さ

　く

　ま

　け
い

ブ

ォ

ー

ノ

ブ

ォ

ー

ノ

30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与

特別編

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
寄
り

添
い
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
手
に

心
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

地
域
の
み
ん
な
と

笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

み
ん
な
が
輝
く
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　福島県共同募金会にお寄せいただいた赤い
羽根共同募金は、福島県内の福祉活動を支援
するために役立てられ
ています。今回は、み
なさまの温かいご寄付
により行われた活動を
ご紹介します。

　東日本大震災から間もなく13年、東日本台
風の水害から４年。重い障がいを持つ子どもた
ちや、その家族から聞こえてくる声は「何も変わ
らない」と諦めに近い言葉でした。重症心身障
がい児者と家族は、日ごろから医療的機器等の
荷物が多いなどの理由から外出を躊躇したり、
「迷惑になるのでは」と行きたい場所の選択肢が
狭まってしまったりすることが少なくありません。
特に災害時には、避難所へ行くことを躊躇して
しまったりするなど、助けを求めることができず、
家族だけで抱え込まざるを得ない現状がありま
した。こうした課題意識からこの講演会を企画
し、開催するにあたっては、家族会だけでなく、
病院、行政、学校、訪問系事業所、そして地域
住民の皆さまへ声をかけ、月に１度の担当者会
議へ参加していただきました。また、呼吸器を
使用している子の、一時避難所への避難訓練を
実践し、徒歩での移動の困難さや平時より地域
の皆さんとつながり合うことの大切さを改めて
学ぶことができました。講演会は満席の100名
で、参加者の皆様からも「協働することを一緒
に考えていきたい」という声や、ご家族からは
「諦めずに声を上げていきたい」と前向きな言葉
をいただきました。これからも、障がいがあっ
てもなくても共に悩み、
共に笑い、そして共に
歩んでいけるよう引き
続き活動をしていきま
す。本当にありがとう
ございました。

医療的ケア児者の防災を
地域で一緒に考えていくために

スマイルリボン（いわき市）
助成事業名:重症児・医療的ケア児の
災害時対策を考える講演会開催事業
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未来へつなごう“ふくしま”から
みらふくふみら く

　「
50
歳
を
過
ぎ
た
と
き
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
な
っ
て
か
ら
30
年
以
上
に
な
り
ま

す
が
、
苦
に
し
た
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
」と
話
す
大
場
さ
ん
。
平
成
４
年
12

月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、

生
活
困
窮
者
や
高
齢
者
、
子
育
て
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
向
き
合
い
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
か

ら
ひ
が
し
地
区
福
祉
委
員
と
し
て
行
政
と

地
区
住
民
の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担

う
一
方
で
、
平
成
15
年
か
ら
は
、
原
町
市

（
現
・
南
相
馬
市
）遺
族
会
の
会
長
と
し
て
、

市
の
戦
没
者
追
悼
式
の
運
営
や
戦
没
者
遺

族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
も
行
う
な
ど
多
方
面

に
わ
た
る
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
私
は
戦
争
遺
児
で
父
親
を
亡
く
し
ま
し

た
が
、
こ
の
地
で
皆
さ
ん
に
可
愛
が
ら
れ

て
育
ち
ま
し
た
。
恩
返
し
と
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
や
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」と
大
場
さ
ん
。
平

成
10
年
か
ら
は
原
町
市（
現
・
南
相
馬
市
）

の
生
涯
学
習
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の
生

涯
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
る
か
た
わ

ら
、
昨
年
度
か
ら
は
相
馬
地
区
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
、
市
や
県

域
で
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「
私
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
た

頃
は
、
担
当
区
の
日
の
出
町
に
は
対
象
世

帯
が
40
〜
50
軒
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
で
は
５
７
０
軒
ま
で
増
え
ま
し

た
。
活
動
範
囲
は
広
く
な
り
ま
し
た
が
、

昔
か
ら
少
し
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
は
、

こ
の
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
人
の
良
さ
。

声
を
か
け
れ
ば
み
ん
な
す
ぐ
に
集
ま
っ
て
く

れ
る
の
で
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」と
大
場
さ
ん
は
、
地
域
の
方
々
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
度
々
口
に
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
、
人
徳
の
な
せ
る
業
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
ほ

か
数
々
の
役
職
を
こ
な
し
、
さ
ら
に
、
書

道
、
華
道
、
茶
道
教
室
の
師
範
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
も
多
く
触
れ
あ
う

機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
周
り
の
人
に
は
、「
そ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
大
変
じ
ゃ
な
い
の
？
と
よ
く
言
わ
れ

る
の
で
す
が
、
忙
し
い
っ
て
い
う
感
覚
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
な
り
に
動
い
て
い

る
だ
け
で
す
」と
大
場
さ
ん
。
今
後
の
抱
負

を
伺
う
と
、「
地
域
を
見
守
ら
な
く
ち
ゃ
と

大
上
段
に
構
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
自
然
体
で
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
顔
を

出
せ
ば
、
地
域
の
様
々
な
情
報
も
入
っ
て

き
ま
す
し
、
運
動
に
も
な
る
か
ら
健
康
に

も
い
い
ん
で
す
よ
」と
元
気
な
答
え
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
賞
者

　大
場 

盛
子
さ
ん（
南
相
馬
市
）

お
お 

ば

　せ
い 

こ

令和5年度

瓜生岩子賞
受賞者の横顔

令和5年度

瓜生岩子賞
受賞者の横顔

　瓜
生
岩
子
※
刀
自（
文
政
12
年（
1
8
2
9
年
）〜
明
治
30
年（
1
8
9
7
年
））は
、
現
在
の
喜
多
方
市
に
生
ま
れ
、

孤
児
救
済
の
た
め
の
育
児
院
や
貧
困
者
向
け
の
済
生
病
院
の
開
設
等
、
そ
の
生
涯
を
献
身
的
に
社
会
福
祉
の
た
め
に
捧

げ
た
本
県
が
生
ん
だ
社
会
福
祉
事
業
の
先
覚
者
で
す
。
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
そ
の
遺
徳
を
し
の
び
、
偉
業
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
そ
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
毎
年
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　第
31
回
と
な
る
本
年
度
は
、
令
和
5
年
11
月
17
日
に
開
催
し
た
福
島
県
社
会
福
祉
大
会（
会
場
・
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
）

に
お
い
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
号
は
未
来
へ
つ
な
ご
う〝
ふ
く
し
ま
〞か
ら
〜
特
別
編
〜
と
し
て
、
受
賞
さ
れ
た

お
2
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

う
り
ゅ
う
い
わ
こ

と
　
じ

※
高
齢
女
性
の
尊
称

　「
自
分
は
患
者
さ
ん
た
ち
に
生
か
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
あ
さ
か

ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
理
事
長
の
佐
久
間

さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の「
障
が
い
」、「
福
祉
」

と
い
う
概
念
を
超
え
、
ア
ー
ト
を
通
し
て

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
多
様
な

価
値
を
共
有
す
る『
は
じ
ま
り
の
美
術
館
』、

精
神
障
が
い
の
方
が
働
く
、
街
で
人
気
の

パ
ン
工
房『
B
u
o
n
o
B
u
o
n
o
』、
さ

ら
に
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願

い
複
数
の
子
ど
も
食
堂
を
経
営
す
る
な
ど
、

従
来
の
福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
多
種
多
様

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
ホ
ス
ピ
タ
ル
グ
ル
ー
プ
の
ク
レ
ド

（
ラ
テ
ン
語
で「
信
条
」を
意
味
す
る
）は

『
心
の
声
に
、
耳
を
澄
ま
そ
う
』で
す
。
こ

の
言
葉
の
意
味
を
佐
久
間
さ
ん
に
伺
う
と

「
心
の
病
や
障
が
い
を
も
つ
方
々
は
言
葉
で

言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
の
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
汲
み
取
り
、

今
の
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

福
祉
の
事
業
に
あ
た
る
人
は
上
か
ら
目
線

で
は
な
く
、
こ
の
方
の
お
か
げ
で
自
分
も

生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
謝
の
心
で
行

動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
設
定
し

ま
し
た
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
原
動
力
は
、

先
代
院
長
の
お
父
様
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
の
だ
と
か
。「
他
の
子
と
分
け
隔
て
な
く

重
度
の
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
い
る
様
子
を
見
て
幼
少
期
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
の
姿
を
見
て
自
分

も
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
思
い
ま
し

た
」と
佐
久
間
さ
ん
。

　
今
後
の
目
標
は
、
障
が
い
の
中
で
特
に

偏
見
の
目
を
向
け
ら
れ
が
ち
な
精
神
障
が

い
を
抱
え
る
子
ど
も
の
自
立
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
。「
い
ま
精
神
科
に
通
う
患
者
さ

ん
の
割
合
は
1
位
が
10
代
、
2
位
が
20
代

と
圧
倒
的
に
若
者
が
多
く
の
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
精
神
障
が
い
の
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
支
援
制
度
は
18
歳
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
う
し
た
制
度
の
垣
根
を
越
え
子
ど
も
た

ち
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
佐
久
間
さ
ん
。

地
域
の
み
ん
な
が
輝
け
る
よ
う
に
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
、
形

に
し
て
い
く
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
佐
久
間
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

受
賞
者

　佐
久
間 

啓
さ
ん（
郡
山
市
）
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30
年
以
上
に
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た
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与

特別編

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
寄
り

添
い
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
手
に

心
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

地
域
の
み
ん
な
と

笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

み
ん
な
が
輝
く
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す

赤い羽根で
ささえあい

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　福島県共同募金会にお寄せいただいた赤い
羽根共同募金は、福島県内の福祉活動を支援
するために役立てられ
ています。今回は、み
なさまの温かいご寄付
により行われた活動を
ご紹介します。

　東日本大震災から間もなく13年、東日本台
風の水害から４年。重い障がいを持つ子どもた
ちや、その家族から聞こえてくる声は「何も変わ
らない」と諦めに近い言葉でした。重症心身障
がい児者と家族は、日ごろから医療的機器等の
荷物が多いなどの理由から外出を躊躇したり、
「迷惑になるのでは」と行きたい場所の選択肢が
狭まってしまったりすることが少なくありません。
特に災害時には、避難所へ行くことを躊躇して
しまったりするなど、助けを求めることができず、
家族だけで抱え込まざるを得ない現状がありま
した。こうした課題意識からこの講演会を企画
し、開催するにあたっては、家族会だけでなく、
病院、行政、学校、訪問系事業所、そして地域
住民の皆さまへ声をかけ、月に１度の担当者会
議へ参加していただきました。また、呼吸器を
使用している子の、一時避難所への避難訓練を
実践し、徒歩での移動の困難さや平時より地域
の皆さんとつながり合うことの大切さを改めて
学ぶことができました。講演会は満席の100名
で、参加者の皆様からも「協働することを一緒
に考えていきたい」という声や、ご家族からは
「諦めずに声を上げていきたい」と前向きな言葉
をいただきました。これからも、障がいがあっ
てもなくても共に悩み、
共に笑い、そして共に
歩んでいけるよう引き
続き活動をしていきま
す。本当にありがとう
ございました。

医療的ケア児者の防災を
地域で一緒に考えていくために

スマイルリボン（いわき市）
助成事業名:重症児・医療的ケア児の
災害時対策を考える講演会開催事業
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和6年2月15日（木） 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募
方法

締切

宛先

メールでの
ご応募は
こちら！

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおた
より」に掲載させていただく場合もございます。

多数のご応募ありがとうございました

「シゴトタイケン」（仕事体験）12月号の
正解

正解者の中から
抽選で3名に

プレゼントが当たる

今月のプレゼント

ＮＰＯ法人コーヒータイム
（二本松市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

アクセスホームさくら“ラスク”
とのコラボ商品セット

AA BB CC DD EE FF GG

❶
❷
❸
❹
❻
❽
11
13
14
15

自分や相手の駒を跳び越えて進める将棋の駒
日本刀を納める筒
電流のオン・オフをする装置。任天堂のゲーム機
天気記号は　　。ちなみに　　は、○○ばしら
⇔南
好機。シャッター○○○○、絶好の○○○○
健康的な食生活「まごわやさしい」の「ご」
スキー場のコースの上まで乗って行きます
｢雪の朝 二の字二の字の ○○のあと」
雨だれ◯をうがつ。他山の○。◯の上にも３年

❶
❸
❺
❼
❾
10
12
14
16
17

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

機械や身体に異常が無いか調べること
廻っているお店でも良いから食べに行きたいなぁ
甘くてホクホク、栗より美味い13里
福島県には31あります。１番広いのは南会津
2024年の干支
トンボの幼虫
南米にある細長～い国
精米する前のお米
＋
日本のコレは東京です

AA

EE

DD

FF

BB

GG

CC

11

22 55

33

77

88 1010

9966

1111

1414

1212

1313

1616

1515

44

1717

全部できたら二重ワクの７文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

AA BB CC DD EE FF GG

❶
❷
❸
❹
❻
❽
❾
10
12
13

⇔東
5W1Hの「When」
絵の具の青と黄色を混ぜると…
2024年は１日多い○○○年
冬至に入るお風呂
物品を収納・保管。日本最古のものは「正倉院」
女性のきょうだい
キリストの体はパン、ではキリストの血は？
黙って見ているだけで手出しをしないこと
呑んでも酔わない酒豪を例えるキッチン用品

❷
❺
❼
❾
11
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

本当の名前以外の別の呼び方
発掘調査等で出てくること。土器が○○する
⇔現実
主に聴覚障がい者が使う視覚言語
もめごと、トラブル、ごたごた
DNA上でタンパク質に関する設計図

DD

BB

AA

CC

FF

GG

EE

11

22

33

66

55 99

77

1010 1111

1212

1313

88

1414

44 1515

全部できたら二重ワクの７文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

編 集 後 記

災害時に助け合えるよ
うな地域の人間関係を
ふだんから作ることが大
切と改めて感じました。
まずは挨拶から。
(67歳 主婦)

国際手話を初めて知
り有意義でした。今
後の関連イベント情
報なども掲載いただ
くとありがたいです。
（65才　公務員）

先日、耳が聞こえないお客様と接
する機会がありました。筆談でも
意思疎通が難しくて、自分が手
話を使えたら良かったのに、と思
いました。手話を学びたいなと思
いました。(34才　事務職)

　特集でお話を伺った金成教授によると、介護ロ
ボット（利用者の見守り支援機器）の導入で、入居
施設の夜勤時の介護者のひと晩の総歩数が10,000
歩以上から7,000歩程度に減少した事例もあるとの
ことでした。10,000歩以上歩くこと自体が驚きでし
たが、「歩数の違いで疲れ度合いが全く違うんです
よ」とのお話がとても印象的でした。

（人材研修課　渡部智子）
わたなべさと こ

11月号に寄せられた読者のおたよりから

　去る11月17日（金）にパルセいいざか（福島市）において第77回福島県社会福祉大会を開催いたしました。
　今年度は受賞者、さらに５年ぶりに一般参加者も加えて、約650名の皆さまにご参加いただきました。
　記念講演では、ルーテル学院大学名誉教授の市川一宏氏より「地域共生社会づくりに向けて」と題してお話しいた
だきました。式典では、県知事の感謝52個人・団体、大会会長の表彰・感謝294個人・団体、県社会福祉協議会会
長の表彰・感謝72個人・団体、赤い羽根共募運動スローガン受賞者７名の方々に、表彰状の授与及び感謝状の贈呈
が行われました。また、第31回目となる瓜生岩子賞は、佐久間啓氏と大場盛子氏が受賞されました（活動の詳細は
P６～７『未来へつなごう“ふくしま”から』でご紹介）。
　その後、大会宣言において、私たち社会福祉関係者が、県民の理解と参加のもと、共につながり支えあう「ふくし
まの地域共生社会づくり」の実現に努めていくことを参加者全員で誓い、来年郡山市で開催予定の第78回大会に引
き継ぎました。

第77回福島県社会福祉大会が開催されました県社協からのお知らせ

いちかわかずひろ

さ  く  ま けい おお ば せい こ
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